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令和 7 年度 学校評価アンケート 集計報告 

令和 8 年 3 月 19 日 

教育企画部   

1 はじめに 

本報告書は、保護者等による学校評価を通して、本校の学校運営および教育活動の現状を点検・評価し、

その成果と課題を明らかにするとともに、今後の教育活動の充実と改善に生かすことを目的として実施した

学校評価アンケートの集計結果をまとめたものである。 

 

2 調査方法 

本校在籍生徒の保護者等を対象に、令和 7 年 11 月 6 日（木）から 11 月 30 日（日）まで、Microsoft Forms

を用いて調査を実施した。11 月 6 日には要綱および依頼文書を紙媒体で発送し、印刷された二次元コードを

読み取って回答してもらった。 

11 月 30 日時点で回収率が低かったため、回答期限を 12 月 14 日（日）まで延長し、その旨をスタディサ

プリを通じて配信した。 

 

3 結果 

(1) 回収率 

回収率は 48.47％で、前年度より約 3％減少した(表 1)。11 月 30 日時点の回収数は 222 件であったが、

回答期間延長をスタディサプリで周知した結果、最終的な回答数は 509 件となり、大幅な増加が見られた。 

(2) 学校全体の傾向 

全 25 項目における肯定的回答の平均は 57％であり、例年と比較すると全体的にやや減少傾向が見られ

る結果となった(表 1)。 

肯定的評価が高かった項目は、「学校行事の充実度」「部活動の満足度」「学校生活満足度」「学校の総合

的魅力」「学校の出来事を聞くなど家庭での会話」「配付プリントが確実に届いている」「バイク免許取

得・乗車禁止の必要性」で、いずれも肯定的回答が 70％を超えた(表 2)。 

一方、「家庭学習への継続的な取組」「担任と家庭との連絡」については、肯定的回答が 30％台にとどま

り、相対的に低い評価となった(表 2)。 

(3) 記述コメントの分析 

肯定的意見としては、「生徒が毎日楽しく学校生活を送っている」「教職員が親身に対応している」とい

った声や、学校全体の雰囲気に対する安心感を評価する意見が多く寄せられた。 

一方で、「初めて学ぶ内容でも説明が不足している」「理解を確認する時間を増やしてほしい」といった

授業改善を求める意見や、「トイレの洋式化」「体育館への空調設備設置」など施設面に関する要望も見ら

れた。 

 

4 考察とまとめ 

本校の教育活動は、学校生活や行事、情報伝達の面において概ね高い評価を得ている。一方、「家庭学習の

定着」「担任と家庭の連携」「授業のわかりやすさ」「タブレット端末の適切使用」は共通の課題であり、今後

の重点改善事項といえる。 

 特に「家庭学習の定着」は、全体的に評価が低く、学年や家庭による取組状況の差が大きいことがうかが

える。学習内容や方法が十分に理解されていないことや、生徒の主体的な学習習慣が十分に身に付いていな

いことが要因として考えられる。今後は、家庭学習の目的や進め方をより明確に示すとともに、課題の質や
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量の工夫、家庭への情報提供の充実を通して、家庭と連携しながら学習習慣の定着を図る必要がある。これ

らの結果を踏まえ、次年度は授業改善、家庭連携の強化、ICT 活用の適正化などの教育活動の充実を図って

いく必要があると考える。 

また、来年度以降は初回案内からスタディサプリ等のデジタル媒体を活用し、回答率の向上とペーパーレ

ス化を同時に推進する必要があると考える。 
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表１ 
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表２ 

 


